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こんにちは、ファイナンシャルプランナ

ーの伊藤です。 

iDeCo と NISA、どちらかを選べばいいで

すか？非常によく受ける質問です。僕の

考えは、そこに変換保険を加えた 3 つを

それぞれの特性を知った上で、自分の目

的に合わせて選定し組み合わせるべきで

す。本日はこの３つを『流動性』という最

も重要な観点で比較しようと思います。 

 まず大前提として、実際に資産形成し

ているのは「投資信託」だという事です。 

 投資信託を使って資産形成する時、 

どうせならよりお得な特典を得られたほ

うが良いですよね？このよりお得な特典

が、購入した投資信託をどの制度を使っ

て管理するかによって変わります。その

管理する場所が iDeCo だったり NISA だ

ったり変額保険です。 

 大きくいうと、出口で非課税の NISA、

入り口で所得控除の iDeCo、様々な保障

が貰える変額保険といった感じです。 

 メリットだけではなく，保障をもらえ

る代わりに手数料がかかるデメリットが

ある変額保険だったり、担当者が基本的

いないのに最も出口の受け取り方が難し

いというデメリットがある iDeCo だった

り、この 10 年で４回も制度が変わってい

ることから今後も制度改正が考えられた

り、相続時のトラブルも指摘されている

のに多くの方が担当者のいないネット通

販でとりあえず始めていることが問題視

されている NISA だったり・・・。 

それぞれに良さ悪さがあります。 

iDeCo、NISA、変換保険を比べる動画や

本は沢山ありますが、私的には最も考え

なければいけない要素が『流動性』です。 

というのもどれだけ良い商品を良い制度

を使って資産形成したとしても、 

最後まで続けなければ絵に描いた餅で

す。ただ、この『流動性』という視点は、

残念ながら抜け落ちる場合がほとんど

です。という事で、本日はこの流動性を

軸に、iDeCo、NISA、変換保険を比べて

みたいと思います。 

 

01 流動性 

 そもそも『流動性』とは、直ぐに出し

入れできるかどうかという要素です。預

貯金は流動性が最もある資産ですよね。

資産形成を行う上で、どのくらいのタイ

ミングまでその資産を使えないのか、逆

に言えばどのくらいぐらいまでは使え

なくてもいいのかは、人それぞれです。

自身のライフプランと照らし合わせて

必ず考えなければいけない要素です。 

 

02 NISA 流動性 

まず、NISA の支払期間ですが、１回だ

けでも１年でも１０年でも自由です。い

つ引き出せるかを見ても、NISA はいつ

でも自由に引き出せます。つまり、iDeCo 

変額保険と比べて最も流動性が高く、短

期の資産形成が許されているのが NISA 

だと言えます。また新 NISA になって非

課税期間が無制限になったことで、短期

が許されているだけでなく、長期の資産

形成にも対応しているので、短期～長期

まで最も流動性なある商品と言えます。 

 そして NISA の一番の価値はこの 

流動性だと言えます。 

 

03 iDeCo 流動性 

iDeCo は、出口の税制優遇効果（退職

所得控除）を考えたら長期間支払った方 

が有利な制度です。 

さらに NISA、変額保険と比べてゆいい

つ口座を維持するのに手数料がかり

月々で支払える上限がかなり少ないこ

とから長期間しっかりと時間をかけて

資産形成をすることから価値あると言

えます。そもそも国も、iDeCo を 

『私的年金』という 

位置づけにしているので老後まで一切

引き出せません。最も流動性がなく 

長期的な制度と言えます。 

 

04 変額保険流動性 

 変額保険は商品にもよりますが、働け

なくなっても資産形成を続けてくれる

とか、認知症対策とか死亡や 3 大疾病対

策など、様々な保障という特典と引き換

えに、通常は 5～10 年以内に解約控除と

いう手数料がかかるので、支払が短期間

だと全く解約払戻金が立ち上がってい

ません。つまり、ある程度の期間は支払

わなければいけません。受取時も解約控

除が終わってからいよいよ資産が増え

ていくので、ある程度の期間は引き出さ

ない方が良いと言えます。逆に面白いの

が、支払いすぎたら保障が長く続く代わ

りに運用効率は悪くなるという特性が

あります。例えば、2 万円を 20 年ぐら

いなら 4 万円を 10 年しはらった方が老

後の受取額は大きくなる可能性があり

ます。 

 変額保険の一番の価値は、万が一の時

にでも資産形成を成立させる保障です。

そもそも iDeCo や NISA がいくら良い 

制度だったとしても、続けなければ 

リスクの方が高くなりますし、健康でな

ければ続けることができない 

可能があります。 

そう考えたら変額保険自体は中期～ 

長期の資産形成に向いた制度で、流動性

は NISA よりはないが iDeCo よりはあ

ると言えます。一方で、NISA や iDeCo 

の流動性を保障という特典で保管して

いる商品だと言えます。 

 

05 まとめ 

 

もちろんこの他にも、手数料や、商品

数、商品手巣料の優遇、年払い割引など

の特性を考慮する必要もありますし、 

税制優遇をどれだけ受けるなど、その人

それぞれのメリットデメリッツトも 

違ってきますので、一概にどの制度が 

優れているのかではなく、その人それぞ

れに合ったものを、ライフプランや 

目的、人生設計に合わせて選定し組み合

わせる必要があります。 

ただ、その検討材料を軸に、その制度を

ちゃんと続けていくためにはどのよう

にすればよいのかを考えなければいけ

ませんし、その重要な要素が『流動性』

です。 
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